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東北師範大学日本研究所との研究交流

1 .はじめに

平成26年度の山口大学「新呼び水プロジェク

トjに経済学部の古川澄明教授が研究代表者とし

て応募した「山口大学・東アジア近代経済産業史

研究センター創設一束アジア地域アーカイブ国経

ネットワーク形成と山[J大学の国i祭中核拠点

化 Jが採択された。本プロジェクトは，山口大

学経済学部東亜経済研究所に所載されている戦前

期に山口高等商業学校(東東経済研究所)の時代

に収集した世界的に貴重なコレクションを活用し

て，中国，韓国，台湾等の束アジア地域とのアー

カイブ国際連携ネットワーク形成を推し進め，山

口大学の国際中核拠点化を図る壮大な構想、を描い

ている。著者も東亜経済研究所に所蔵されている

i両洲・北支等の東アジア地域における貴重な資料

群を利用して，農業試験研究や気象観測ネット

ワークの視点から研究を進めていることから，研

究分担者と参加している。

ここでは，東アジア地域とのアーカイブ国際連

ネットワーク形成を目的に 中国東北部(I日満

洲)における満洲研究の拠点に位置づけられてい

る東北師範大学日本研究所を訪問し山口大学経

済学部東亜経済研究所との研究交流の可能性，進

め方等について協議し併設する図書室の蔵書に

ついての調査を行ったので，概要を報告する c

2. 東北師範大学の概要

まずはじめに，東北師範大学(中国語:恋北

州諸大学，英語:Northeast Normal University 

(NENU) )について紹介する。本学は，中華人民

1]J[ J大学大学院創成科学研究科山 本 晴彦
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共和国の吉林省長春市に位置する教育系大学で，

略称で「東北師大」ゃ「東師Jとも呼ばれており，

1995年には国家教育部直属の 1211工程rによる

重点大学(112校)に選ばれている。中国国内に

は多くの師範大学があるが，本学を含む北京師範

華東部範大学，華中師範大学. i鵠南師範大

華南師範大学，挟西師範大学の7校のみが重

点大学に選出されている。

わが国の教員養成系大学 31では，教員養成課程

を主体とする小学校・中学校の教員養成が本務で

あるが，東北師範大学には教育学部，政法学院，

経済学院，寵学院，文学院，持史文化学院，外国

音楽学院，美術学院，数学・統計学院，

計算機科学・情報技術学院，情報・ソフトウェア

工程学院，物理学院， 生命科学学院，

地理科学学院環境学院体育学院，メディア学

マルクス主義学院，民族教育学院，留学生教

育学院の23学院(学部)にもおよび，医学系の学

部はないが総合大学としての様相を呈している

2015年5月19日現在の学生数は25.218人(学部

生14，7l9人，博士・修士院生9，864人，外国留学生

635人)で，長春市の人民大街に位寵する本部キャ

ンパスのほかに，南部郊外に浄月キャンパスが開

設されている

東北部範大学は. 1946年に関学した東北大学を

基礎として1950年に開設された伝統を有する大学

であるが，その後も学院や学校の吸収，名称変

更(吉林師範大学)等を経て， 1980年に現在の東

北師範大学が関学しているしかし戦前の歴

史をたどれば，満山l国の時期に開設された「師道
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大学」が基礎とされてお札詳細な変遷について

は.著名字の戸山[qf1本の気象観測ネットワーク

満州・関 *'HU' ([火]1)でも紹介しているので，

こちらを参与に曜い、たい

国1 帝国日本の気象観灘ネットワーク 満洲・関東
州 [6'

3. 東北師範大学日本研究所について

東北師範大学 [1本研究所は. 1964年，当時の同

豆、来総理の指不により設:立された中国で、は最もIJ1-

い日本研究を fl的とする研究所(写真1) であり，

全国的にも知名度が高い ~I 日丈蔵書は2)jIHtに

もおよび， [ 什J"本{宇ドh逗;研究にi関喝する論丈を掲載した;乎宇予I

誌 『外i同司問!也垣{研i叶背究j，ぷ (凶2釦) (は土， 1964年に機関誌

日本情況j として創刊し， 1980年に f外国問題

研究Jへと改称しており，創刊以来日年の歴史が

あるつ東北師範大学日本研究所の研究者の他， 1[1 

国で日本研究を実施している「北京日本学研究'11

心J，，南14日大学 11本研究院J. ，復旦大学日本研究

中心J. 'r11ド|社会科学院日本研究所J. ，-古林大学

東北亜研究院J，，天津社会科学院百本研究所Jの

研究者の投稿も多く，国内における影響力は大き

いものがある。研究所の教員は，教授3名，話iJ教

授4名，講師l名で構成されており，図3に示した

組織となっている 7。

写真1 東北師範大学日本研究所が入る建物(上)と研
究所の玄関での記念撮影(下、中央が著者、そ
の右が副所長の陳秀武教授)

図2 外国問題研究第214期r8J
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旧語語言文学研究室 ト一一教授(完庁長)・尚侠、副教授・劉春英、副教授・尚一E号、講師・祝力薪

!世界霊史研究室

|国際政治研究室

i世界経済研究室

出車整監

トー教授(霞所長)・陳秀武、副教授・郭冬梅

トー副教授・鐘放

トー教授・井志志、副教授・付麓頴

トー宋文広、;馬雅

図3 東北師範大学日本研究所の組織構成[7]

4. 東北師範大学日本研究所との交流と協

定締結に向けて

著者は，東北師範大学の環境科学学院副院長で

ある張継権教授とは 鳥取大学大学院連合農学研

究科の大学院生として在学中に副指導教官を勤め

ていた経緯から15年にわたる交流があり， 2009年

からは山口大学農学部と東北師範大学都市環境科

学学院 (2014年に地理科学学院と環境科学学院に

改組)の間で学部間協定を締結しさらなる交流

を進めてきた。

この度は，張継権教授を通じて， 1932年に満洲

国が建国されて首都として新都市が整備された新

京，すなわち現在の長春で満洲研究が進められて

いる「東北師範大学日本研究所jを2015年3月に

訪問し山IJ大学経済学部東亜経済研究所の紹介

を行うとともに東北師範大学H本研究所の概要

を副所長の棟秀武教授より紹介を頂いた。両所の

簡単な紹介の後，著者が執筆した『満洲の農業試

験研究史j'1 (図4)，r帝国日本の気象観測ネット

ワーク 満11'1'1・関東州jili (図1) を寄贈し，とく

に前身の内容について詳細に説明を行った口満州i

国研究を行っている国経政治研究室主任の紳放氏

からは， I公主嶺にどうして試験場が開設された

のかJなと¥いくつかの質問があり，著者の山本

が「公主嶺の満鉄附属地には軍隊の駐屯地もあっ

たため，開設が容易で、保護もしやすかった」など

の説明を行ったε 多くのデ、子スカッションを通じ

て.本書の価値を理解して頂き，さらに副所長か

らは中国語の翻訳書を出版したいが可能で、あるか

などの質問も受けた。また，後者の;請け1'1の気象に

関する内容については. 自然科学的な要素も多い

ことから，具体的内容に関する質問はなかった

が，大変関心を持たれた印象であったc

図4 r溝洲の農業試験研究史 [9]

著者は， i詩洲へのよi本の侵略の過程で多くの中

国人に犠牲を与えたことは歴史的事実であるが，

新鋭の科学者が渡満して農業試験研究を推し進め

たこと，気象技能者が気象観測所を開設して気象

観測の展開を図ったことなどを紹介したりま

戦後の新中国での日本人技術者の留用にも触れ，

戦後の中国での科学技術の進歩に亘献したこと
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を，科学的な見地から述べた。前者の研究は新中

田での東北三省の農業試験研究の高度化に大きく

生かされており， 1980年代からの]ICA(国際協

力事業団，現在は同際協力機構)の黒龍江省の北

東部に位置する三江子原での稲作プロジェクトに

よっても水稲生産が飛躍的に増大しており， 100 

年を通した自然科学的視点け、らの評価の:主要性に

ついても招介した。

次に，東北師範大学日本研究所との交流と協定

締結についての協議を行ったロここでは.副所長

の陳秀武教授より，東北師範大学日本研究所と山

口大学経済学部東亜経済研究所との交流につい

て，積極的に進めていきたいとの志見を頂き，協

定の締結についての具体的な内科にも弓及され

た。特に，東亜経済研究所の所蔵されている貴重

な資料群について，その活用を行うため， 2ヶ月

程度の研究者の受け入れができないかとの提案を

受けた。これには 受け入れ経費等が関係するこ

ともあり，経済学部ではない農学部の著者が判断

できる事項ではないことから，大学に戻って協議

をする旨を自答した口また，現在は経済学部には

東亜経済研究所の資料を活用した研究を積極的に

進めている研究者が経済学部には在籍してないこ

とから，研究所間で協定を締結した後の具体的な

交流内容についても，これから継続して協議を行

うこととした。

なお，東北師範大学日本研究所に併設された図

書室には，研究所が開設された1964年以降の書籍

しか所裁がされておらず.東北師範大学図書館に

満洲関連の貴重な書籍-資料が大量に保管されて

いるとのことであった(写真針。この資料につい

ては，数年前に訪問した際にも閲覧した資料群で

あるが，今回は約4000点の所蔵リストのファイル

を提供して頂くことができた

写真2 東北師範大学図書舘の満洲関連の書棚(上)と
所蔵されている覧室書籍(下)

5. おわりに

今回の訪中では，予定していた吉林省社会科学

院満鉄資料館が改装中であるため，訪問すること

ができなかった。ただし 訪問した東北師範大学

日本研究所が昨年10月に「吉林省特色文化研究基

地系列活動Jに指定されたことから， さらに密接

な関係を構築しており.次回の訪中の際には副所

長の陳秀武教授を通じて a意義ある交流になるよう

支援を頂く旨の言葉を頂いた。また，多くの満HH

関連の蔵書がある吉林省図書館についても，新築

して移転したため，資料の整理ができておらず，

閲覧することが叶わなかったc 再度，訪中の機会

を得て，交流と調査を実施したいと考えている。

『外国問題研究j の第211期 (2014年 l 号)~第
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214期 (2014年4 号)の4冊 ~l 所員の2015年発

行の最新著書である東北師範大学百本研究叢書

川前日H評論》及其時代Jliおよび円為溝洲匡i的法

治文J象j の2冊について寄贈を頂いた(図5)。

L1本研究所からは， ~東亜経済研究j のパックナ

ンバーの提供を依頼されたことから， 3月31日に

は著者が出版する『帝国日本の農業試験研究 華

北産業科学研究所と華北農事試験場の展開と終

需Ji工を含め，帰国次第，寄贈のための手続きを

行い，送付する旨の回答を行った。

このようにして，中国東北部の満洲研究の拠点

として50年の歴史がある東北部範大学司本研究所

との研究交流の出発点に立つことができた。今後

は， LJ-l日大学経済学部束中:経済研究所における研

究の充実が喫緊の課題であり，早急に研究所の組

織体制を充実させて，戦前の山口高等高業学校時

代に東アジアに展開した研究教育の展開を，再

定，実現することを期待している口

図5 r東北師範大学日本研究叢書J
H満洲評論〉及其時代j[11]および『偽満洲国的法治幻象j[12] 
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